
数学 NO.44
〈解答〉

1　⑴　a＝ 1
2  　　⑵　y＝x ＋ 4 　　⑶　①　（ 2 ， 2 ）　　②　16 ㎝2

2　⑴　ア　ＢＥＣ　　イ　ＢＥ　　ウ　ＣＤ
　　　　エ　 1 組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい
　　⑵　15 度

配点　2⑴各 1 点，他各 2 点　14点満点

〈解説〉

1　⑴ 　関数㋐において，x の変域が－ 3 ≦ x ≦ 1 のときに，y の変域が 0 ≦ y ≦ ₉
2 になる

ことから，絶対値が大きいx＝－ 3 のときに最大値 y＝ ₉
2 になることがわかる。よ

って，関数㋐の式である y＝ax2 に x＝－ 3 ，y ＝ ₉
2 を代入して，

　　　　　 ₉
2 ＝a ×（－ 3 ）2

　　　　　  a ＝ 1
2

　　⑵　関数㋐の式である y＝ 1
2  x2に x＝－ 2 ， 4 をそれぞれ代入して，

　　　　　 y＝ 1
2 ×（－ 2 ）2

　　　　　   ＝ 2

　　　 　　y＝ 1
2 ×42

　　　　　   ＝ 8
　　　よって，A（－ 2 ， 2 ），B（ 4 ， 8 ）である。
　　　 関数㋑の式を y ＝mx＋nとおき，Ａの座標より x＝－ 2 ，y＝ 2 ，Ｂの座標より x＝ 4 ，

y＝ 8 をそれぞれ代入して，
　　　　　 2 ＝－ 2 m＋n
　　　　　 8 ＝ 4 m＋n
　　　これらを連立方程式として解いて，
　　　　　m＝ 1 ，n＝ 4
　　　したがって，関数㋑の式は
　　　　　y＝x ＋ 4



　　⑶　① 　△ＡＯＢと△ＡＰＢの底辺をＡＢとすると，これ
らの三角形の高さが等しくなればよい。つまり，
右の図のように，ＡＢ//ＯＰとなればよい。⑵よ
り，直線ＡＢの傾きは 1 なので，直線ＯＰの傾き
も 1 となり，直線ＯＰの式は

　　　　　　　y ＝  x
　　　　　 である。この直線上にある点Ｐの座標を（ t，t ）

とおくと，点Ｐは関数㋐のグラフ上の点でもあ

るので，関数㋐の式である y＝ 1
2 x2に x＝ t ，y＝ t 

を代入して，

　　　　　　　t＝ 1
2 t2

　　　　　これを解いて，
　　　　　　　t＝ 0 ， 2
　　　　　ただし， 0 ＜ t ＜ 4 なので，
　　　　　　　t＝ 2
　　　　　よって，Ｐ（ 2 ， 2 ）である。

　　　　② 　Ａ（－ 2 ， 2 ），Ｐ（ 2 ， 2 ）より，直線ＡＰは 
x 軸と平行であり，その長さは

　　　　　　　 2 －（－ 2 ）＝ 4 〔㎝〕
　　　　　 である。四角形ＡＯＰＢを△ＯＡＰと△ＢＡＰに分け，

線分ＡＰを底辺とすると，△ＯＡＰの高さは
　　　　　　　 2 － 0 ＝ 2 〔㎝〕
　　　　　△ＢＡＰの高さは
　　　　　　　 8 － 2 ＝ 6 〔㎝〕
　　　　　なので，
　　　　　　　四角形ＡＯＰＢ＝△ＯＡＰ＋△ＢＡＰ

　　　　　　　　　　　　    ＝ 1
2 × 4 × 2 ＋ 1

2 × 4 × 6

　　　　　　　　　　　　    ＝16〔㎝2〕

2
　　⑴　【証明】
　　　△ＢＣＥと△ＣＦＤにおいて，
　　　　　仮定より，∠ＥＢＣ＝∠ＤＣＦ          …①
　　　　　ここで，∠ＡＣＤ＝a°とすると，
　　　　　　　ＡＢ//ＤＣより，∠ＢＡＥ＝∠ＡＣＤ＝a°
　　　　　　　仮定とＡＤ//ＢＣより，



　　　　　　　∠ＡＢＥ＝∠ＡＣＢ＝∠ＤＡＣ＝30°
　　　　　　　△ＢＡＥの内角と外角の関係より，
　　　　　　　∠  ア　ＢＥＣ  ＝（30＋ a ）°         …②
　　　　　　　△ＡＣＤの内角と外角の関係より，
　　　　　　　∠ＣＤＦ＝（30＋ a ）°           …③
　　　　　　　　　②，③より，∠  ア　ＢＥＣ  ＝∠ＣＤＦ   …④
　　　　　　　また，△ＣＡＢは，ＡＣ＝ＢＣより，頂角が30°，
　　　　　　　底角が a°の二等辺三角形である。
　　　　　　　そして，△ＡＢＥも，∠ＡＢＥ＝30°，
　　　　　　　∠ＢＡＥ＝a°の二等辺三角形となる。
　　　　　　　　　よって，  イ　ＢＥ  ＝ＢＡ        …⑤
　　　　　　　平行四辺形の対辺なので，BA＝   ウ　ＣＤ     …⑥
　　　　　　　　　⑤，⑥より，  イ　ＢＥ  ＝   ウ　ＣＤ      …⑦
　　　①，④，⑦より，  エ　 1 組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい  ので，
　　　　　　　△ＢＣＥ≡△ＣＦＤ

　　⑵ 　右図において，⑴の証明で a°とした∠ＡＣＤの大きさは，△ＡＣＤが二等辺三角形
なので，

　　　　　（180°－ 30°）÷ 2 ＝75°
　　　∠ＡＢＣの大きさも75°なので，
　　　　　∠ＤＣＦ＝∠ＥＢＣ
　　　　　　　　 ＝∠ＡＢＣ－∠ＡＢＥ
　　　　　　　　 ＝75°－ 30°
　　　　　　　　 ＝45°
　　　よって，
　　　　　∠ＦＣＧ＝（ 180°－ 45°）÷ 2
　　　　　　　　 ＝67.5°
　　　　　∠ＤＣＧ＝45°＋ 67.5°
　　　　　　　　 ＝112.5°
　　　また，
　　　　　∠ＣＤＦ＝∠ＣＡＤ＋∠ＡＣＤ
　　　　　　　　 ＝30°＋75°
　　　　　　　　 ＝105°
　　　なので，
　　　　　∠ＣＤＧ＝105°÷ 2
　　　　　　　　 ＝52.5°
　　　△ＣＤＧの内角より，
　　　　　∠ＣＧＤ＝180°－∠ＤＣＧ－∠ＣＤＧ
　　　　　　　　 ＝180°－112.5°－52.5°
　　　　　　　　 ＝15°


